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まちの話題

め
、
関
係
者
が
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
わ

れ
た
内
容
を
確
認
し
た
も
の
で
す
。

　

小
宮
山
社
長
は
、
関
係
地
域
と
の
信
頼

関
係
を
深
め
な
が
ら
平
成
19
年
の
創
業
に

向
け
て
具
体
的
な
準
備
に
入
り
た
い
、
最

終
的
に
は
１
０
０
人
程
度
の
雇
用
を
考
え

て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
定
住
促
進
の
一
環
と

し
て
、
今
後
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

得
な
が
ら
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

11
月
４
日
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、
氏

神
工
業
団
地
に
企
業
進
出
さ
れ
る
喜
楽
鉱

業
株
式
会
社
と
喜
楽
鉱
業
（
株
）
に
関
わ

る
壬
生
地
区
協
議
会
、
そ
れ
に
北
広
島
町

の
3
者
が
地
元
関
係
者
な
ど
の
立
会
い
の

も
と
、
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
に
調

印
を
行
い
ま
し
た
。

　

喜
楽
鉱
業
（
株
）
は
、
油
系
廃
棄
物
の

再
生
・
処
理
を
行
う
会
社
で
全
国
的
に
事

業
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
定
は
企
業
立

地
に
伴
う
地
域
の
不
安
を
解
消
す
る
た

地
元
と
企
業
の
良
好
関
係
を
築
く

環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
を
調
印
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町
が
４
色
に
分
か
れ
て
競
い
合
っ

た
、
第
１
回
北
広
島
町
民
大
運
動
会

が
11
月
３
日
、
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
対
抗
の
競
技
、
２
つ
の
地
域

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
行
う
競
技
な
ど

17
種
目
を
、
４
地
域
が
優
勝
め
ざ
し

て
競
い
ま
し
た
。
昼
食
時
間
に
は
、

豊
平
地
域
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
が
披
露
さ
れ
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
総
勢
１
，

７
０
０
名
余
り
が
一
堂
に
会
し
た
こ

の
運
動
会
を
き
っ
か
け
に
、
世
代
間
・

地
域
間
の
交
流
の
和
が
ま
す
ま
す
大

き
く
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

走った！競った！笑った！走った！競った！笑った！
第１回北広島町民大運動会 優勝は豊平地域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

最
優
秀
作
品

北広島町立芸北小学校１年
齋藤　久美さん

ランチタイム

男女別対抗リレー（決勝）

ふたりで仲良く
一輪車でゴー

長靴飛ばし

タイヤ奪い

きのこ狩り

ねらい打ち

大玉転がし送り

豊平地域小・中学生によるエアロビクス
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補
正
予
算

補
正
予
算

まちの話題

宝
物
見
つ
け
た
よ
！

 

北
広
島
町

５
歳
児
交
流
保
育

集
め
、ペ
ッ

ト

ボ

ト

ル
に
詰
め

て
大
切
に

持
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

龍
頭
山
も
心
も
美
化

観
光
地
合
同
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

味
覚
の
秋
芸
能
の
秋

芸
北
高
原
秋
ま
つ
り

第
８
回
西
中
国
こ
ど
も
神
楽
大
会

大
会
が
行
わ

れ
、
10
団
体
に

よ
り
、
お
と
な

顔
負
け
の
迫
力

あ
る
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

皆
で
集
う
秋
の
一
日

お
お
あ
さ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
草
刈
り
や

看
板
補
修
、

２
つ
の
登
山

コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
の
ゴ

ミ
拾
い
な
ど

を
行
い
ま
し

た
。

７
名
の
長
寿
を
祝
う

１
０
０
歳
記
念
品
贈
呈

　

北
広
島
町
に
は
、
今
年
度
中
に
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
が
７
名
お
ら
れ
ま
す
。

　

髙　

田　

茂　

子
さ
ん
（
今
田
）

　

立　

川　

ミ
サ
ノ
さ
ん
（
有
田
）

　

金　

平　

卓　

爾
さ
ん
（
壬
生
）

　

松　

野　

ツ
マ
ヨ
さ
ん
（
戸
谷
）

　

中　

剃　

サ
ツ
コ
さ
ん
（
川
戸
）

　

金　

元　

キ
ヨ
コ
さ
ん
（
吉
木
）

　

吉　

沖　

コ
ナ
ン
さ
ん
（
阿
坂
）

　

右
記
の
方
々
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　

今
回
で
29
回
目
を
迎
え
る
お
お
あ
さ
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
、
10
月
30
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
各
店
が
自
慢
の
味

を
販
売
。
ま

た
、
将
来
を

担
う
子
ど
も

達
が
ス
テ
ー

ジ

に

出

演

し
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま

し
た
。

▲髙田茂子さん
（中央）

▼金元キヨコさん
（左）

　

芸
北
地
域
の
秋
の
味
覚
が
満
喫
で
き
る

芸
北
高
原
秋
ま
つ
り
が
10
月
16
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
こ
ど
も
神
楽

　

町
内
に
あ
る
14
保
育
所
の
５
歳
児
１
６

３
名
が
集
ま
る
交
流
保
育
が
、
10
月
25
日

芸
北
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ド
ン

グ
リ
や
落
ち
葉
な
ど
の
「
宝
物
」
を
拾
い

　

10
月
27
日
、
豊
平
の
龍
頭
山
で
観
光
地

合
同
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
林
道

　

平
成
17
年
度
北
広
島
町
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
３
号
）
が
、
10
月
19

日
（
水
）
北
広
島
町
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要

○
台
風
14
号
災
害
復
旧
事
業
費

１
９
１
，
０
６
８
千
円

○ 

学
校
給
食
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
費

４
，
６
８
２
千
円

○
広
島
県
知
事
選
挙
事
業
費

４
，
５
０
８
千
円

補正額
補正後の
予算現額

一般会計 169,160 16,560,000

（単位：千円）補正後の予算
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　認知症高齢者は、65歳以上の高齢者の７％を占めていると推計されており、今後も高齢化の進展に伴

い増加傾向にあります。そのため今年度北広島町では、広島県のモデル事業の指定を受け、認知症予防

推進モデル事業を実施しています。事業内容は、認知症に関する普及啓発及びもの忘れ健診、もの忘れ

予防講座を実施し、認知症の早期発見・早期治療、さらには認知症の人が安心して暮らせる地域づくり

をめざして、モデル事業を進めています。実施については、老人クラブ連合会、民生委員・児童委員協

議会、社会福祉協議会、在宅介護支援センター及び専門医療機関にご協力いただいています。

認知症を予防しましょう 認知症を予防しましょう ～認知症予防推進モデル事業について～～認知症予防推進モデル事業について～

もの忘れ健診

　今年度は、大朝地域・千代田地域の老人クラブのモデル地区で実施し、97人の参加がありました。専

門医の講義、「脳の健康度チェック表」の自己チェックと検査表を用いての個別検査を行いました。精

密検査の必要な方へは、専門医療機関への紹介及び日常生活などの支援を行っています。

認知症予防推進モデル事業内容

いきいき脳教室（もの忘れ予防講座）

　もの忘れ予防講座として「いきいき脳教室」

を各地域ごと４回シリーズで実施しています

（９月～12月まで）。歌やゲームに音読などの

脳のトレーニングや、脳を元気に保つ栄養講

座など、みんなで楽しめる内容です。講師の

日本レクリエーション協会 恵谷裕三さんから

は、「笑って学んで脳機能を高めよう」の内容

で、歌・ことばを使ったゲーム（格言や家の

中にある「ん」のつくもの探しなど）、手遊び

など、頭を適度に使って楽しめるものを紹介

していただきました。

認知症予防講演会（認知症に関する普及啓発事業）

　「もの忘れが気になり始めたら」「脳いきいき健康寿

命キャッチ」の内容で、講師に庄原市立西城市民病院 

塚原登先生、芸南たすけあい代表 田中久江さんをお

迎えして、認知症予防講演会を開催しました。各地域

ごとに実施し、計424人の参加があり、認知症につい

て理解を深めていただきました。

　参加者の声　・老いについて科学的な検査など有意義でした。

　　　　　　　・検査はどきどきしたけれど、認知症のことがよくわかりました。

　ポイント

　・ 自分の生活にリズムを持たせよう。

　・ みんなで集まって、声を出して知恵を

出し合う。人との関係が大切。

　講演の内容から

　・ 生活習慣病（糖尿病、高血圧、高脂血症など）

の予防が大切。

　・ 社会的なつながりを保ち、多くの人と関わること。

　・ 地域の中で、認知症の人も、そうでない人も一

緒に生きていく、住みやすい町の文化が必要。

問い合わせ

　北広島町役場保健課保健係　　 ℡（0826）72-0853

　芸北ホリスティックセンター　 ℡（0826）35-0230

　大朝保健センター　　　　　　 ℡（0826）82-2211

　豊平保健福祉総合センター　 　℡（0826）84-1501 
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教育委員会だより
中学生の職場体験学習から中学生の職場体験学習から

　北広島町内4中学校は、今年度、文部科学省の「キャリア教育実践プロジェクト事業（キャリア・スタート・ウィー

ク推進地域）」の指定を受け、生徒が社会人・職業人として自立していくように、５日間の職場体験学習を実施

しました。参加した中学２年生は、大人の仕事を体験することで、仕事の厳しさや苦労、責任の大切さ、人と

のつながりやふれあい、仕事のやりがいなどについて学びました。５日間の体験で、ひと回り成長した中学生です。

　町内の事業所の皆様には、快く職場体験の場を提供してくださるとともに、適切な指導をしていただきました。

　教育全般にわたって、また　入学や進学を控えて、お子さんの成長や発達にかかわって悩んでおられ

る保護者や、保育・教育関係者の方を対象とする相談会です。どうぞお気軽にご利用ください。

教育に関して「迷っている」・「悩んでいる」・「相談したい」ことありませんか

教育総合電話相談
　教育委員会事務局教育総務課職員が常時電話

で受付け、相談内容に対して専門家や専門機関等

を紹介します。（専門相談員は常駐しません）

受付　月～金曜日（土日祝除く）９時から16時30分

電話　北広島町教育委員会教育総務課（0826）72-0858

子育て教育相談会

　北広島町教育相談員が、障害または発達障害の

ある子ども・園児・児童・生徒の保護者、保育所・

幼稚園・学校関係者の相談またその他、子育てに

関する相談に応じます。秘密は守られます。

相談日・会場　

　月１回　第３木曜日10時～15時　町内の公民館

等を巡回　（相談は、相談者の住所に関係なく、ど

の会場でも利用できます）

教育相談員　　上田祐吾（うえだゆうご）さん

巡回相談日

おめでとうございます　文部科学大臣表彰　古川さん、室屋さん
　本町の教育行政の推進に功労のあった次のお二人が、地方教育行政功労者として10月20日、東

京日比谷公会堂において「文部科学大臣表彰」を受けられました。

　長年にわたるご労苦に対してお礼申しあげるとともに、今後益々のご健勝とご活躍を祈念します。

　前千代田町教育長　　古　川　鶴　夫 さん（北広島町南方）

　前芸北町教育委員長　室　屋　　　守 さん（北広島町中祖）

相 談 日 会　　場 電　　話

12月15日（木）千代田中央公民館 （0826）72-2249

１月19日（木）豊平中央公民館 （0826）83-0020

２月16日（木）芸北文化ホール （0826）35-0070

３月16日（木）大朝支所２階 （0826）82-2211

芸北中学校 大朝中学校

千代田中学校 豊平中学校
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　本校では、教育目標を「夢と希望にあ

ふれ自ら学ぶ本地っ子」とし、139名の

児童が、夢や希望を持てるよう職員一同

力を合わせて取組んでいるところです。

　本校の特色というと、道徳教育に過去３年間取

組んできていることです。平成17・18年度は文部

科学省「児童生徒の心に響く道徳教育推進事業～

命を大切にする心を育む教育の推進に関する研究

～」の指定を受け、研究を進めています。

　子ども達に豊かな心を育てていくためには、家

庭、地域社会と連携し取組んでいくことが必要で

す。特に本年度のテーマとしている、命の大切さ

を実感したり、夢や希望を持ち働くことのすばら

しさを感じたりすることなどは、すてきな地域の

方々との関わりの中で育ってくるものと考えてい

ます。幸いにも、温かい地域の方々に恵まれ、子

ども達は様々な体験活動を地域の方々と共に取組

ませていただいています。今後も地域と共にあゆ

笑顔いっぱい 花いっぱいの
地域の学校

北広島町立豊平西小学校
　豊平西小学校を紹介します。

　旧豊平町役場より西へ３㎞の小高い丘

の上に位置し、四季を

通じて豊かな自然に恵

まれています。全校生

徒45名の小規模校です

が、その良さを活かし

ながら、知・徳・体の充実を図り笑顔いっぱい花いっ

ぱいの学校をめざしています。今回は、「徳」の部

分について紹介します。

　平成16年度より３年

間「地域まるごと福祉

推進事業」の指定をう

けました。花植え、米

作り、世代間スポーツ交流会、水辺教室、収穫感

謝祭、道徳の授業地域公開、ゆりかご荘訪問、生

き生きサロンでの交流などに取り組む中で、福祉

の心を育てようとしています。

　そして、地域の協力をいただきながら「花いっ

ぱい　笑顔いっぱい」の学校をめざす中で道徳性

を育もうとしています。

　機会がありましたら、

ぜひ本校にお出でくだ

さい。子どもたちの笑

顔と季節の花でお待ち

しております。

地域とともに歩む学校
北広島町立本地小学校学

校 紹

介
学

校 紹

介

　教育委員会議は、５名の教育委員（教育委員

長・教育長含む）による、本町の教育行政全般（学

校教育・生涯学習）の主要施策や方針を決定す

る重要な会議（決定機関）です。

　会議は、原則として、毎月第3水曜日　午後

２時から役場会議室で開催し、町民の皆さんの

傍聴が出来ます。議案によって、人事関係など、

公開になじまない場合は、委員会の決定により

非公開にすることもあります。

　また、教育委員会議の日程・会場は変更に

なる場合がありますので事前に教育委員会℡

（0826-72-0858）までお問合せください。

日　時　平成18年１月８日（日）14時～ 16時

会　場　千代田開発センター

（北広島町有田１２３４‐１）

対象者　 昭和60年４月２日～昭和61年４月１日

に生まれた方で、現在北広島町にお住ま

いの方。また、北広島町出身の方も可。

内　容　式典・記念コンサートなど

交　通　芸北・大朝・豊平方面は送迎バス運行

その他　当日は一般の方も入場できます。

申込先　〒７３１‐１５９５

　　　　　広島県山県郡北広島町有田1234番地

　　　　　　北広島町教育委員会生涯学習課

　　　　　　℡  ０８２６‐７２‐０８６４

　　　　　　Fax０８２６‐７２‐０６０８

●北広島町教育委員会議 ●平成18年北広島町成人式開催のお知らせ

む学校とし

て取組んで

いきたいと

考えていま

す。どうぞ

ご支援をよ

ろしくお願

いいたしま

す。
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楽し
く育児をしていますか？楽し
く育児をしていますか？

地域子育て支援センターご案内
… 育児不安があればご相談ください …

　最近は少子化や地域での育児支援の弱体化など、子育てもたいへん難しい時代になってきました。　

そこで地域全体で子育てを支援する基盤の形成をはかるため、子育て家庭に対する育児不安などについ

ての相談・指導、子育てサークルへの支援など、地域子育て支援センターを中心に行っています。

　北広島町には子育て支援センターが４か所あり、親子の友達づくりや地域の子育て家庭に対する育児支

援など、活発な活動を展開しています。お気軽にお越しください。　

地域 名　称 所在地 事業内容 連絡先

芸　北

芸 　 北

子育て支援

セ ン タ ー

芸 北 つ く し

保 育 園 内

・園開放

・ふれあい相談

・乳児相談

・わくわくクラブ

・子育てビデオレンタル

・ママ友クラブ

℡（０８２６）

３５‐０８８２

大　朝

大 　 朝

子育て支援

セ ン タ ー

大 朝 保 育 所 内

・園庭開放

・保健・育児相談

・おたのしみ会

・ためになる講座

・緊急一時保育

℡（０８２６）

８２‐７２００

千代田

千 代 田

子育て支援

セ ン タ ー

ル ン ビ ニ 園

保 育 所 内

・すこやかランド（園庭開放）

・ぴよぴよランド（０歳対象）

・遊びの広場「すくすく」

・子育て相談「もしもしあのね」

　電話・訪問

・サークル援助

　「ひなたぼっこ」

　「このゆびとまれ」

℡（０８２６）

７２‐２３８２

豊　平

豊 　 平

子育て支援

セ ン タ ー

双 葉 保 育 所 内

・子育てルンルン（園庭開放）

・子育て通信発行（毎月１回）

・育児相談（月～金曜日）

・おたのしみ会（月１回）

・なかよし保育（緊急一時保育）

・ふたご・みつごサークル「さくらんぼ」

・はなのワンパク子といきいきママの会

・ぽぽちゃんの会（０・１・２歳児対象）

℡（０８２６）

８３‐０００８

問い合わせ　　役場福祉課保育係　　℡０８２６－７２－０８５１
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企業紹介
introduction元気な町づくりへ向けてスタート！

　町の将来を考える時、企業と行政、そして町民のしっかり連携した取組みが不可欠です。

　町内の商工業事業所へ勤務している人は4,500人余りで、町内企業の存在が、定住人口の拡大と町の活

性化に大きく左右します。そこで、雇用支援・営業支援など町内企業の活性化を目的に、企業の経営理

念や経営方針などを紹介するコーナーを新設し、情報を提供することにしました。

　初回は、新たに千代田工業団地内に「八重工場」を新設された「広島アルミニウム工業株式会社」と

千代田地域南方に工場を増設された「津久田工業株式会社」を紹介します。

機株式会社に納品しています。鉄板を切断、穴明、

折曲げ、組立溶接、そして塗装を行い納品します。

　より良いものを、より安く、タイムリーにをモッ

トーに、時代のニーズに応じた小回りのきく体質

づくりを心がけ、薄物板金で社会に奉仕すること

が会社の経営理念です。

　また、福利厚生施設として、食堂やシャワー室

を完備するなど、従業員のみなさんにもよりよい

労働環境の提供を心がけています。

　モノづくりは、人間を育ててくれます。企業は

人なり。モノづくりを通して、自立したお互いの個

性を認め、共に成長し、発展することを願います。

　最新情報として、広島県の経営革新計画の承認

を受けております。

　粉体塗装技術導入、組立ライン構築による生産

の効率化及び環境保護の推進をテーマに掲げ、今

後とも、地域の方々に必要とされる会社であり続

けます。

会社ホームページアドレス

http://www.tsukuda-japan.co.jp/

りました。また、創業当時から製造を続けてきまし

たアルミニウム製鍋「無水鍋」も多くの方にご愛用

いただいております。

　アルミニウム鋳造メーカーとしては、CAD/CAM

を使った金型の設計に始まり、金型製作、ダイキャ

スト・砂型・金型等の各種鋳造から機械加工へと、

設計から製品までの一貫体制を確立し、伝統ある豊

富な技術力をさらに向上してまいりました。

　1993年にはTPN活動で優秀事業場賞を受け、

1997年にはISO9001、1998年にはQS9000を認証取

得し、「品質第一の信念に徹し、お客様の信用を確

保する」の品質方針のもと、より優れた品質の商品

をグローバルに供給すべくたゆみない努力を重ねて

きました。

　2003年からは、「徹底したムダ排除による原価低

減」に取り組むHPS活動を展開し、更なる人材育成

と企業体質の強化を目指しています。

　環境に優しいアルミニウム製品に対する需要はま

すます増加しており、2000年からは更に軽量の樹脂

製品を生産しています。今後とも、なお一層のご愛

顧とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

▲代表取締役
佃 登志晴氏

　津久田工業株式会社は、昭

和57年７月に、千代田町に工場

を建て、可部より全面移転しま

した。北広島町の千代田地域は、

空気が乾燥しており、塗装を行

うには、大変適しております。

　我が社は、主に建設機械パ

ワーショベルのボンネットやカ

バー類を製造し、コベルコ建

▲代表取締役社長
田島 文治氏

　当社は、アルミニウム鋳造と

樹脂射出成形による自動車部品

総合メーカーであります。大正

10年の創業以来「お客様のた

めになる商品」の開発と技術の

向上にまい進してまいりました。

おかげさまをもちまして、みな

さまから格別のご愛顧を賜り、

飛躍的な業績の伸長をみるに至

津 久 田 工 業 株 式 会 社 広島アルミニウム工業株式会社

●採用情報

仕事内容　 建設機械パワーショベル部品の

製造

募集人員　20人程度

問い合わせ　津久田工業株式会社

　　　　　℡（0826）72-5322

●採用情報

仕事内容　 アルミニウム製品の成形、加工

及び機械整備

募集人員　20人

問い合わせ　千代田工場 ℡（0826）72-6500

　　　　　新郷工場　 ℡ （0826）72-6600

9　　きたひろしま 2005.12



消防本部だより消防本部だより
　

本
格
的
な
寒
さ
を
迎
え
る
こ
の
時
期
、

皆
様
の
家
庭
で
も
暖
房
器
具
が
使
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

暖
房
器
具
の
中
で
も
経
済
性
や
取
扱

の
簡
便
さ
で
人
気
が
高
く
、
最
も
普
及

し
て
い
る
の
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
で
し
ょ
う
。
灯
油
を
燃
料
と

す
る
こ
れ
ら
の
器
具
は
、
そ
れ
だ
け
に
事

故
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

① 

給
油
時
に
は
必
ず
火
を
消
し
、
火
が
完

全
に
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
給
油

す
る
。

② 

燃
料
タ
ン
ク
の
フ
タ
が
締
ま
り
に
く
い

場
合
は
、
斜
め
に
閉
め
て
い
な
い
か
確

認
す
る
。

③ 

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
燃
料
タ
ン
ク
は
、
フ

石
油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
注
意
事
項タ

を
閉
め
た
ら
一
度
フ
タ
側
を
下
に

し
、灯
油
の
漏
れ
が
な
い
か
確
か
め
る
。

④ 

燃
料
タ
ン
ク
に
灯
油
以
外
の
ガ
ソ
リ
ン

や
軽
油
等
は
絶
対
給
油
し
な
い
。

⑤ 

近
く
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

⑥ 

就
寝
時
は
消
火
す
る
癖
を
つ
け
る
。

⑦ 

周
辺
の
燃
え
や
す
い
物
を
整
理
し
、
周

囲
に
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
使
用
す

る
。

防火診断チェック
　あなたの家の防火意識をチェック。いくつ当てはま

りますか？

□　家のまわりに燃えやすいものを置いてない。

□　寝たばこは絶対しない。

□　たばこの吸殻は、水をかけてこまめに捨てている。

□　 子どもの手の届くところにマッチやライターを置

いていない。

□　ストーブをつけたまま寝ない。

□　洗濯物はストーブの上には干さない。

□　石油ストーブは火を消してから給油している。

□　コンロのそばを離れるときは、必ず火を消す。

□　コンロの周りは、いつも整理整頓している。

□　 アイロンやドライヤーなどの使用後はプラグを抜く。

□　住宅用消火器等を備えている。

□　住宅用火災警報器を設置している。

□　 火が接しても燃え広がらない衣類や寝具を使って

いる。

□　10個以上

大丈夫

住宅防火意識の高い家族で

す。「いいえ」だった項目

を見直して、まさかの火災

に備えて下さい。

□　７個～９個

もう少し

住宅防火に関心があるよ

うですね。日々用心し住宅

用防災機器等を備えましょ

う。

□　４個～６個

ちょっと不安

住宅防火意識がまだ足りな

いようです。家族で防火に

ついて話し合ってみること

が大切です。

□　３個以下

注意して！

住宅防火意識はちょっと

低いようです。家族で話し

合ってすぐにでも防火対策

を立てて下さい。

　

北
広
島
町
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
財

政
状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
町
民
と
行

政
と
の
協
働
の
推
進
な
ど
、
地
方
分
権

社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り
効
率
的
で

透
明
性
の
高
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
の
た
め
に
、「
北
広
島
町
行
政
改
革

大
綱
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
の
大
綱
に
提
言
を
行
う
、
７
名
の

委
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

北
広
島
町
行
政
改
革
審
議
会

委
員
を
任
命

吉川　富夫 県立広島大学経営情報学部教授

宮野　啓司
日本ＩＢＭ西部ソリューション㈱
中国システム事業部長

室屋　　守 広浜木材㈱　代表取締役会長

橋渡　良臣 大朝地域区長代表

藤田千紀枝 北広島町女性会会長

益田　正美 医療法人明和会益田病院理事長

板倉　　守 元豊平地域自治会連合会会長
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12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10

日
、
第
３
回
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
世

界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
を
願
っ
て
、「
人

間
は
だ
れ
で
も
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と

価
値
が
認
め
ら
れ
、
人
間
と
し
て
当
然
に

持
っ
て
い
る
基
本
的
権
利
を
、
お
互
い
に

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
と
を

表
明
し
た
も
の
で
す
。

　

わ
が
国
の
「
人
権
週
間
」
も
、
こ
の
世

界
人
権
宣
言
の
採
択
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
57
回
目
を
迎
え
る「
人
権
週
間
」

を
機
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
主
体
的
に

豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
、
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
人
権
対
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４ ▲人権の花 ヒヤシンス

　

今
年
も
人
権
週
間
を
中
心
に
「
人
権

フ
ェ
ス
タ
」
を
各
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

き
た
ひ
ろ
し
ま

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

会　場 と　き ところ 内　容

芸　北
12月５日（月）～
12月11日（日）

芸北文化ホール

・ 人権標語優
秀作品表彰
・講演会
・ パネルなど
各種展示

大　朝
12月４日（日）～
12月９日（金）

北広島町図書館
（旧大朝文化センター）

千代田
12月３日（土）～
12月11日（日）

千代田中央公民館

豊　平
12月４日（日）～
12月10日（土）

豊平中央公民館

＊詳しいことについては、各会場の案内リーフレットなどをご覧ください。

育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人
権
意
識

　

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に　

人
権
講
演
会

 

豊
平
会
場

　

「
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
」

　

日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

　

場
所　

豊
平
中
央
公
民
館

 

千
代
田
会
場

　

「
男
女
も
み
な
一
緒
。

個
性
一
番
、
人
間
性
一
番
」

　

日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

　

場
所　

千
代
田
中
央
公
民
館

講　

師

　

桑 

原　

征 

平
さ
ん

関
西
テ
レ
ビ
専
属
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

大
阪
芸
術
大
学
客
員
教
授

 

大
朝
会
場

　

「
こ
ど
も
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
う
た
め
に
」

　

日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

　

場
所　

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

 

芸
北
会
場

　

「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に

何
が
残
せ
る
か
」

　

日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

　

場
所　

芸
北
文
化
ホ
ー
ル

講　

師

　

池 

上　
　

彰
さ
ん

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー

元
「
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
」
キ
ャ
ス
タ
ー
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島町消費生活相談室へご相談ください。

　　　場　　所　　北広島町人権センター（北広島町有田４９５－１）

　　　相 談 日　　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　受付時間　　10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は休み）

　　　相談室専用電話　　℡０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター（℡０８２－２２３－６１１１）まで。

どうしよう？こんな時どうしよう？こんな時  困った時は消費生活相談へ困った時は消費生活相談へ

≪相談内容①≫
　「取材をしたい」という電話があり、自宅での取

材に応じた。経歴についていろいろ聞かれたので

それに答えていると、「あなたの経歴を写真入りで

残しましょう」と勧められ、自分の名前や経歴な

どが掲載されるという本を85,000円で注文した。

本はまだ届いていないが、よく考えると必要ない

のでやめたい。すでに２万円を支払っているが返

してほしい。　　　　　　　 　（70歳代　男性）

≪アドバイス①≫
　訪問販売での契約であり、書籍などへの氏名や

経歴の掲載は、特定商取引に関する法律の指定

役務となっています。この相談者の場合は、契約

書面を受け取った日を含めて８日以内でしたので、

クーリング・オフの通知を出すよう助言しました。

この相談の場合では、すでに支払っている２万円

は返金されました。

≪相談内容②≫
　２年前、紳士録の契約をし代金をすでに支払っ

ているが、最近になって別の業者から「更新料」

を支払うようにという電話がかかってきた。やめ

るのならば「抹消料」が必要という。どちらかを

支払わなければいけないか。   　（80歳代　男性）

≪アドバイス②≫
　以前の契約は代金を支払った時点ですでに完了

しています。したがって、別の業者から「更新料」

や「抹消料」などの請求を受けても、支払う必要

はないと助言しました。

必要なければ、はっきり断りましょう！
　地域の著名な人や会社などの役職にある人たち

の経歴や功績などを掲載し、名簿にしたものを紳

士録といいます。業者は言葉巧みに近づいてきて、

消費者の自尊心をくすぐる勧誘をしてきますので、

つい契約をしてしまう人が少なくありません。また、

一度契約をすると、次々と別の業者からも掲載を

勧められたり、更新料などを請求されるケースが

多々あります。

　安易に他人に経歴を話したり、履歴書を見せた

りしないようにしましょう。

　業者の執拗な勧誘に惑わされず、必要がないと

思えば、はっきり断りましょう。

　写真など大切なものを預けると、なかなか返し

てもらえないというケースもあるのでその管理に

ついてもよく確認し、納得したうえで預けましょう。

　紳士録の出来上がりは、クーリング・オフ期間

を過ぎている場合がほとんどです。実物が届いた

後の解約は困難なので、契約をする前に内容など

をよく確認しましょう。

　実態のはっきりしない相手からの請求には、簡

単に応じないようにしましょう。

「あなたは名士」と言葉巧みに自尊心をくすぐられて…
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情
報
情
報

くらしのくらしの

　

２
０
０
５
芸
北
神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
神

楽
、
明
日
へ
〜
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
10
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

（
北
広
島
町
有
田
１
２
３
４
‐
１
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ　

「
神
楽
の
魅
力
と
可
能
性
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

寺
本　

泰
輔
（
比
治
山
大
学
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

　

井
上　

由
美
（
神
楽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
木
目
町
内
会
』
管
理
人
）

　

岡
本　
　

玄
（
中
国
新
聞
社

北
広
島
支
局
記
者
）

　

辰
己
佳
寿
子
（
山
口
大
学

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
講
師
）

　

能
海　

剛　

（
中
川
戸
神
楽
団
団
長
）

神
楽
上
演

　

「
胴
の
口
開
け
」

　
　

雲
月
女
性
神
楽
同
好
会
（
芸
北
）

　

「
吉
備
津
彦
」

　
　

西
宗
神
楽
団
（
豊
平
）

芸
北
神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム

企　

画　

課

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
施
設
調
査

保　

健　

課

く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康
被

害
が
、
重
大
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
を
受
け
、
北
広
島
町
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用

さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
現
在
、
公
共
施
設
２
０
９
施

設
の
う
ち
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
未
使
用

の
施
設
は
２
０
７
か
所
で
す
。

　

ま
た
、次
の
施
設
は
、現
在
調
査
中
で
す
。

○
役
場
大
朝
支
所
機
械
室

○
役
場
豊
平
支
所
車
庫
棟

問
い
合
わ
せ　

役
場
保
健
課
衛
生
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

　

「
新
・
新
・
新
・
紅
葉
狩
」

　
　

新
庄
保
育
所
神
楽
団
（
大
朝
）

主
催　

広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所

共
催　

芸
北
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会

　
　
　

 （
安
芸
高
田
市
、
安
芸
太
田
町
、

北
広
島
町
）

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
広
島
神
楽
芸
術
研
究
所

後
援　

広
島
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

　
　
　

委
員
会
、
千
代
田
観
光
協
会

協
賛　

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

実
行
委
員
会

入
場
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所
企
画
調
整
課

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

自
衛
官
募
集

総　

務　

課

募
集
項
目

　

自
衛
隊
生
徒

応
募
資
格

　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

　

平
成
17
年
11
月
１
日
〜

平
成
18
年
１
月
10
日

一
次
試
験

　

平
成
18
年
１
月
14
日
（
土
）

二
次
試
験

　

平
成
18
年
１
月
27
日
〜
30
日

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

℡
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０
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く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

【
農
業
所
得
】

○ 
１
年
間
の
農
業
所
得
に
つ
い

て
は
、「
米
」「
野
菜
」「
花
卉
」

な
ど
の
収
穫
高
及
び
販
売
価

格
を
必
ず
把
握
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

○ 

農
業
経
営
に
関
し
て
必
要
経

費
と
な
る
も
の
は
、
１
年
間

分
を
種
類
ご
と
に
分
類
し
て

合
計
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
農

作
業
な
ど
を
委
託
し
て
支
払

い
を
し
た
場
合
は
、「
領
収
書
」

を
も
ら
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○ 

ご
自
分
で
農
業
所
得
を
計
算

し
て
、
マ
イ
ナ
ス
所
得
と
な
っ

て
も
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

【
給
与
所
得
者
】

○ 

給
与
所
得
の
方
で
も
「
少
し

だ
が
米
を
作
っ
て
い
る
」「
野

菜
を
作
っ
て
い
る
」
な
ど
農

業
経
営
の
実
態
が
あ
る
人
は
、

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

○ 

２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら

給
与
を
も
ら
っ
た
人
も
、
申

告
が
必
要
で
す
。

所
得
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

税　

務　

課

要
で
す
。

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
加
入
予
定
者
】

○ 

保
険
料
に
該
当
す
る
「
国
民
健
康
保
険

税
」
は
、所
得
に
よ
っ
て
税
額
が
変
動
し
、

税
金
の
減
額
判
定
も
所
得
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
加

入
予
定
者
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 「
遺
族
年
金
だ
け
」「
障
害
年
金
だ
け
」「
子

ど
も
か
ら
の
仕
送
り
だ
け
」
な
ど
の
場

合
は
、所
得
の
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
そ
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

「
長
期
入
院
中
」「
住
民
票
は
お
い
て
い

る
が
、
実
際
は
町
外
に
い
る
」
な
ど
申

告
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
家

族
な
ど
が
状
況
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
失
業
中
な
ど
所
得
が
な
い
方
】

○ 

「
失
業
中
で
所
得
が
な
い
」「
事
情
が
あ
っ

て
就
職
し
て
い
な
い
」
な
ど
、
所
得
が
な

い
場
合
も
、
そ
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

【
必
要
書
類
の
整
理
】

○ 

申
告
時
に
は
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
」「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」「
生

命
保
険
料
控
除
証
明
書
」「
損
害
保
険
料

控
除
証
明
書
」「
譲
渡
所
得
の
売
買
契
約

書
の
写
し
」「
収
用
証
明
書
」
な
ど
、
申

告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書

類
が
あ
り
ま
す
。
直
前
に
探
す
よ
り
、

事
前
に
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
所
得
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

　

北
広
島
町
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
（
昭
和
15
年
12
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

す
る
身
体
障
害
者
１
級
の
方

実
施
期
間　

平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で

接
種
医
療
機
関

　

広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
加
入

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

保　

健　

課

　

建
物
の
取
り
壊
し
、
新
築
、
増
改
築
、

用
途
変
更
、
所
有
権
移
転
等
を
さ
れ
た
場

合
や
、
台
風
・
火
災
等
で
建
物
が
壊
れ
た

り
、
老
朽
化
等
に
よ
り
建
物
と
し
て
の
機

能
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
左
記
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
資
産
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

家
屋
の
異
動
等
の
届
出
に
つ
い
て

税　

務　

課

農業に関する収入 農業に関する必要経費 農業所得－ ＝
○ 

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
年
金
も
も

ら
っ
て
い
る
場
合
も
、
同
様
に
申
告
が
必

し
て
い
る
医
療
機
関

自
己
負
担
金　
　

１
，
０
０
０
円

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
す
で
に
予
防
接

種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
な
い
よ
う
期
間
内
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

再
発
行
し
ま
す
。
役
場
保
健
課
又
は
各
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
保
健
課
保
健
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

○
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る
。

○ 

室
内
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

る
。

○
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る
。

○ 

帰
宅
後
は
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ

ず
に
す
る
。
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◆
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◆
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◆
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◆

情

◆
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人　口　21,413人（－31）

　男　　10,250人（－13）

　女　　11,163人（－18）

世帯数　8,239世帯（－4）

（10月末日現在）

納期限　12月26日（月）

　●国民健康保険税 第７期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

前月比

人権は
　人の人生　守るもの

人権標語参加作品より

豊
平
地
域

松
崎
団
地
（
単
身
用
）　

Ｊ
‐
１
０
３
号

松
崎
団
地
（
単
身
用
）　

Ｊ
‐
３
０
１
号

　

右
記
の
住
宅
入
居
者
の
募
集
受
付
を
、

平
成
17
年
12
月
１
日（
木
）か
ら
９
日（
金
）

の
期
間
で
行
い
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居
資
格

を
確
認
の
う
え
、
申
込
書
を
本
庁
建
設
課

又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ
受
付
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課
都
市
政
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
０

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

建　

設　

課

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
11
月
号
の
中
で
、

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｐ
５
（
廃
プ
ラ
放
置
問
題
）

　

誤　

10
万
５
千
円

　

正　

19
万
５
千
円

Ｐ
６
（
教
育
委
員
会
だ
よ
り
）

　

基
礎
・
基
本
定
着
状
況
調
査
グ
ラ
フ

　

各
教
科
の
通
過
率
（
小
学
５
年
生
）

　

誤　

国
語　

広
島
県　

76
・
３
％

　

正　

国
語　

広
島
県　

75
・
３
％

お
詫
び
と
訂
正総　

務　

課

　

今
年
も
、
水
道
管
の
凍
結
破
損
が
心
配

な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
じ
ゃ

口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

損
し
た
り
し
ま
す
。
気
象
情
報
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
給
水
管
や
じ
ゃ
口

に
布
切
れ
や
毛
布
、
あ
る
い
は
専
用
の
保

温
材
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
し

て
く
だ
さ
い
。特
に
凍
結
し
や
す
い
の
は
、

○
北
向
き
の
所

○
風
当
た
り
の
強
い
所

水
道
管
の
凍
結
破
損
に
注
意

上
下
水
道
課

○
屋
外
の
も
の

○
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

な
ど
で
す
。
凍
結
し
や
す
い
給
水
管
が
あ

り
、
心
配
さ
れ
る
方
は
、
町
給
水
装
置
工

事
指
定
工
事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

じ
ゃ
口
が
凍
結
し
た
と
き
は
、
じ
ゃ
口

を
開
き
、
凍
結
し
た
と
こ
ろ
に
タ
オ
ル
か

布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

く
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
急
に
か
け
る
と
、
ヒ
ビ
割
れ
や
破
損
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
世

帯
で
、給
水
管
が
破
損
し
た
と
き
は
、メ
ー

タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止
め

て
、
最
寄
り
の
町
給
水
装
置
工
事
指
定
工

事
店
へ
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水
道
課
水
道
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
１

　

日
本
下
水
道
協
会
広
島
県
支
部
主
催
の

第
８
回
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
が
、次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

受
験
案
内
等
は
、
役
場
上
下
水
道
課

及
び
各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
】　

平
成
18
年
２
月
５
日

【
受
験
場
所
】

責
任
技
術
者
試
験
案
内

上
下
水
道
課

　

三
次
市
、
広
島
市
、
福
山
市

【
申
込
受
付
期
間
】

　

平
成
17
年
12
月
１
日
〜
12
月
15
日

【
申
込
受
付
場
所
】　

役
場
上
下
水
道
課

問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水
道
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
１

　

「
こ
の
食
べ
物
は
安
全
な
の
？
」「
こ

の
食
品
の
表
示
は
信
用
で
き
る
の
？
」
と

い
っ
た
疑
問
を
持
た
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
に

お
答
え
す
る
た
め
、
広
島
農
政
事
務
所
で

は
、
ご
希
望
の
日
時
・
場
所
に
職
員
な
ど

を
無
料
で
派
遣
す
る「
食
の
知
っ
得
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
食
の
知
っ
得
講
座
」
実
施

広
島
農
政
事
務
所

問
い
合
わ
せ

　

中
国
四
国
農
政
局
広
島
農
政
事
務
所

℡
０
８
２
‐
２
８
１
‐
２
１
１
１
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平
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年
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1
月
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日
発
行

発
行
／
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広
島
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編
集
／
総
務
課

〒
7
3
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5
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広
島
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山
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郡
北
広
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町
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1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
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2
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1
1
1
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ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

木
々
が
す
っ
か
り
葉
を
落
と
す
冬
は
、
動

物
に
と
っ
て
厳
し
い
季
節
で
す
。
気
温
が
下

が
り
、
食
べ
る
も
の
が
無
く
な
る
頃
に
は
、

ヤ
マ
ネ
は
冬
眠
に
は
い
り
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ

ン
は
南
の
島
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
は
ず
で

す
。
昆
虫
た
ち
も
樹
皮
の
裏
側
に
体
を
寄
せ

合
っ
た
り
、
サ
ナ
ギ
や
卵
の
姿
で
厳
し
い
冬

に
臨
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ノ
ウ
サ
ギ
や
キ

レ
ン
ジ
ャ
ク
の
よ
う
に
、
冬
に
も
活
発
に
活

動
す
る
草
食
動
物
も
見
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
に

と
っ
て
重
要
な
食
料
と
な
っ
て
い
る
植
物
の

一
つ
に
ヤ
ド
リ
ギ
が
あ
り
ま
す
。

　

ヤ
ド
リ
ギ
は
高
さ
80
㎝
程
度
に
な
る
常
緑

の
低
木
で
す
。
樹
高
と
い
っ
て
も
木
の
上
に

生
え
る
の
で
、
樹
形
は
き
れ
い
な
球
形
に
な

り
ま
す
。
雌
雄
別
株
で
、
冬
が
終
わ
る
頃
に

小
さ
な
目
立
た
な
い
花
を
付
け
、
半
年
以
上

も
か
け
て
種
子
が
成
熟
し
て
ゆ
き
、
11
月
頃

に
は
柔
ら
か
い
果
肉
を
持
っ
た
液
果
と
な
り

ま
す
。
こ
の
液
果
が
ヤ
ド
リ
ギ
の
生
活
史
の

中
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
液

果
は
緑
色
で
、
種
子
を
包
む
果
肉
に
は
高

い
粘
着
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
力
な
粘
着

質
は
鳥
に
食
べ
ら
れ
て
も
消
化
さ
れ
な
い
の

で
、
ヤ
ド
リ
ギ
の
種
は
鳥
の
く
ち
ば
し
に
着

い
て
運
ば
れ
た
り
、
糞
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ

た
と
き
に
樹
木
に
付
着
で
き
る
の
で
す
。
運

良
く
落
葉
広
葉
樹
に
付
着
し
た
ヤ
ド
リ
ギ

は
、
木
の
上
で
芽
生
え
て
、
主
根
を
宿
主
の

樹
皮
か
ら
組
織
へ
と
穿
入
さ
せ
、
寄
生
生
活

を
は
じ
め
ま
す
。

　

西
洋
で
は
、
寒
い
冬
に
も
緑
の
葉
を
落
と

さ
な
い
ヤ
ド
リ
ギ
を
縁
起
の
良
い
も
の
と
し

て
い
ま
し
た
。
一
面
の
雪
野
原
に
立
ち
、
冬

枯
れ
の
木
に
茂
る
姿
を
見
る
と
、
確
か
に
生

命
の
力
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
ヤ
ド
リ
ギ

の
持
つ
生
命
力
は
、
厳
し
い
冬
を
生
き
る
動

物
た
ち
を
も
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　
（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

冬に耐える生命の象徴
ヤドリギ

高原からの花便り　№10


